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筑波大学附属視覚特別支援学校
第２２回視覚障害教育研究協議会開催のお知らせ（第２報）

拝啓
晩秋の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
さて本校では、下記の要領にて第２２回視覚障害教育研究協議会を開催いたします。令和２年度から実施されている学習指導要領に基づき、全校で統一した研究テーマ「主体的・対話的で深い学びのある授業実践の発信－視覚障害教育の専門性に根ざして－」のもとに、各部科および教科・領域や研究グループにおいて実践研究を継続して行っております。
本研究協議会は、１年間の研究成果を報告し、視覚障害教育に携わる諸先生方とともに研究・協議することを目的としています。会の趣旨についてご理解いただき、関係教職員の方々にご周知いただきますとともに、派遣につきましてご配慮くださいますよう、お願い申し上げます。 　
敬具
記

１．日　時　　令和８年２月１４日（土）　９：００～１６：００　（受付開始　８：３０）

２．会　場　　筑波大学附属視覚特別支援学校（東京都文京区目白台３－２７－６）

３．内　容
午前：授業公開　幼稚部
小学部（各学年・特別学級）
中学部・高等部（各教科・自立活動）
分科会　　＊分科会では、授業公開および日頃の取り組みについて参加者の皆様と
意見交換をします。
幼稚部　小学部盲弱教育研究グループ　小学部重複教育研究グループ
中学部・高等部　国語　社会　数学　理科　英語　体育　技術家庭　自立活動
小中高合同　音楽
※今年度は都合により、図工・美術の授業公開、分科会は行いません。
午後：研究協議会
テーマ１「幼児の主体的な活動を引き出す環境の構成について（３年次）」（幼稚部）
テーマ２「他の障害を併せ有する視覚障害の子どもたちが感じ、思い、考え、学びあう
授業づくり」（小学部重複教育研究グループ）
テーマ３「視覚特別支援学校における著作権法を活用した取り組み」（図書館）
テーマ４「視覚障害者スポーツの体験を通して様々なフィードバックの方法を考える」
（中学部・高等部保健体育科）
テーマ５「教材や試験問題の点訳から考える教科教育の基本」（中学部・高等部）
　　テーマ６「視覚障害生徒が主体的に活動できるGIGAスクールを考える」（GIGAスクール委員会）
　　テーマ７「寄宿舎におけるコロナ禍後の生活様式と意識の変化について」（寄宿舎）
４．日　程
受　　　付　　　　　　　８：３０～　９：３０　※午後のみ参加の場合１３：００～１３：３０
幼稚部保育公開	　９：３０～１０：４５
小学部授業公開	　９：１０～　９：５５（１時限）　１０：０５～１０：５０（２時限）
中学部・高等部授業公開　９：００～　９：５０（１時限）　１０：００～１０：５０（２時限）
分　科　会　　　　　　１１：１０～１２：３０
　研究協議会　　　　　　１３：３０～１６：００

※１３：３０まで、理学療法科の教育について紹介いたします。

５．参加費　　２，０００円

６．申込方法　（今年度は全体の定員を１２０名程度とさせていただいております。）

１次申込：各盲学校、関係機関から２名まで申し込むことができます。
下記Googleフォームより、各学校・団体ごとにお申込みください。
所定のフォームに従って午前の分科会および午後の協議会のそれぞれについて
[image: QR コード

自動的に生成された説明]第２希望まで入力してください。
https://x.gd/FFspp
【申込期間：令和７年１１月１０日 ９時 ～１２月１０日１７時】
（１次申込フォーム）


２次申込：１次申込で人数が確定後、定員の空き状況により個人で申し込むことができます。
２次申込は分科会・協議会ごとに定員になり次第締め切らせていただきます。（先着順）
[image: QR コード

自動的に生成された説明]https://x.gd/lw1fs
【申込期間：令和７年１２月１６日 ９時 ～１２月２３日１７時】
（２次申込フォーム）


申込後、参加費一人２，０００円を同封の振り込み用紙を利用する、もしくは、直接下記口座にお振込・送金してください。その際、申込代表者氏名が必ずわかるように、振込用紙に明記していただくか、振込・送金の際にご入力いただきますようお願い申し上げます。また、お支払いいただいた参加費は、お返しすることができません。欠席の場合、研究協議会終了後に「研究協議会実施要項」と「指導案集」を送付いたします。
【入金期限：令和８年１月１６日】
[bookmark: _Hlk211711219]
◆郵便局からご送金の場合◆
振込先　　　　　　　ゆうちょ銀行
記号・番号	　００１７０－７－２５９５３８
加入者名	　　　　　筑波大学附属盲学校研究・研修部

◆他銀行からお振込みの場合◆
振込先　　　　　　　ゆうちょ銀行
支店名　　　　　　　〇一九（ゼロイチキュウ）店
預金種類　　　　　　当座預金
口座番号　　　　　　０２５９５３８
加入者名　　　　　　筑波大学附属盲学校研究・研修部


分科会及び協議会には、会場の都合により定員を設けているものがあります。1次申込であっても定員を大幅に超える場合には、第２希望の分科会および協議会へ参加していただくことになることがございますので、ご了承ください。参加希望は、午前の分科会および午後の協議会のそれぞれについて第２希望まで入力して、お申込みください。なお、ご参加いただく分科会と協議会については、当日お渡しする名札に記載してご案内いたします。　

７．その他
（１）感染症の状況や天候等の事情で、万一中止や日程に変更等が生じる場合、本校のホームページにて案内いたしますので、必ず事前にご確認をお願いいたします。
ＵＲＬ（ホームページアドレス）：［https://www.nsfb.tsukuba.ac.jp/］
（２）電子メールにてご連絡を差し上げる場合がありますので、「 nsfb.tsukuba.ac.jp 」のドメインから電子メールを受け取ることができるよう、事前に手続きをお願いいたします。
（３）天候や感染症の流行等のため、当日、学級閉鎖等の措置が必要となった場合、該当クラスの授業が実施できない場合があります。感染症に関わる対応は、国及び各地方自治体の指導に基づきますが、体調不良の場合は、ご来校をご遠慮くださいますようお願いいたします。体調不良等で当日欠席される場合は、受付時間（８：３０～９：３０）内に下記連絡先にお電話いただけますようお願いいたします。　　
（４）当日、本校の記録として撮影等を行っておりますが、参加の皆様による写真及びビデオの撮影等は、お断りいたします。
（５）昼食は、参加者各自でご準備いただけますようお願いいたします。なお、本校の近辺にはお弁当等を購入できるお店が限られておりますので、ご注意ください。
（６）宿泊について、ホテル等の斡旋は行っておりません。お手数ですが、各自でご手配ください。
（７）同封の点字資料は、本案内の内容を抜粋したものです。全ての点字データは、本校のホームページよりダウンロードしていただくことができます。必要に応じて、ご利用ください。


[image: ]【問い合わせ先】
筑波大学附属視覚特別支援学校
電　話　０３－３９４３－５４２３
Email　kyogikai@nsfb.tsukuba.ac.jp
研究協議会担当　丹治・佐野・小林
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幼稚部・小学部　保育・授業公開について


【幼稚部】（９：３０～１０：４５）
	学　年
	教　室
	担　当
	保育テーマ

	４・５歳児
	１１９
	三浦
髙橋（春）
徳武
	自由遊び
あつまり




【小学部】
１時限目（９：１０～９：５５）
	学級
	学年
	教科・領域
	教室
	担当
	授業テーマ

	盲弱学級
	１年
	算数
	１１０
	小磯
	かたちづくり

	
	４年
	国語
	２１５
	松田
	調べて分かったことを話そう

	
	５年
	国語
	２１６
	森嶋
	もう一つの物語

	
	６年
	算数
	２１７
	佐々木
	６年間のまとめ



２時限目（１０：０５～１０：５０）
	学級
	学年
	教科・領域
	教室
	担当
	授業テーマ

	盲弱学級
	２年
	国語
	１０９
	佐東
	すてきなところ

	
	５年
	音楽
	２１９
	塚田（理）
森嶋
	音楽会に向けて

	
	６年
	理科
	１５８
	浅野
	水溶液の性質とはたらき

	特別学級
	２年
３年
４年
	生活単元学習
	１１３
	田邊
塚田（直）
	みんなで楽しもう

	
	４年
５年
	算数
	１１１
	小西
	数量の基礎・数と計算





中学部・高等部　授業公開について

【中学部】Ａ（点字使用クラス）Ｂ（墨字使用クラス）
【高等部】

１時限目（９：００～９：５０）
	学　年
	教科科目・領域
	教　室
	担　当
	授業テーマ

	中１Ａ
	自立活動
	校外
４６２
	藤谷・三宅・明比
谷口・氣仙
	歩行（個別）
情報機器の活用

	中２Ａ
	技術家庭
（技術分野）
	２０２
	小清水
	エネルギー変換の技術

	高１
	数学Ⅰ
	３０８
	内田
	図形と計量

	高２音
	ソルフェージュ
	４１９
	名取
	合同ソルフェージュ



２時限目（１０：００～１０：５０）
	学　年
	教科科目
	教　室
	担　当
	授業テーマ

	中１ＡＢ
	体育
	体育館
	小林・鈴木
	ダンス

	中２Ａ
	国語
	２１１
	皆川
	文章を推敲しよう

	中３Ａ
	英 語
	２１２
	片山
	英語点字縮約の学習

	高１
	公共
	３０８
	村山・佐野
	アンケート調査の発表

	高２
	物理基礎
	３６０
	平野
	波に触れて学ぶ

















研究協議会テーマについて

テーマ１「幼児の主体的な活動を引き出す環境の構成について（３年次）」【幼稚部】

幼稚部では、幼児が遊びの中で主体性をもって環境に関わりながら自己を十分に発揮していくことを目指しています。一方で、一つの遊びに執心する幼児が多く、興味や関心を広げ経験を重ねることが難しい現状がありました。そこで、幼児が主体的に遊び、活動を発展させていけるような環境の構成について、１年次は物的環境の観点から、２年次は人的環境の観点から保育の振り返りを行い、保育環境の検討・改善を図ってきました。
本協議会では幼児の主体的な活動を引き出す環境の構成について、参加者の皆様とも意見交換を行いたいと考えています。


テーマ２「他の障害を併せ有する視覚障害の子どもたちが感じ、思い、考え、学びあう授業づくり」
【小学部重複教育研究グループ】
＜共同研究者＞　星　祐子　氏　
（国立特別支援教育総合研究所特任研究員、横浜訓盲学院学院長）

これまでの研究では、子ども理解の視点や子どもとの信頼関係をつくり、一人一人の表現力を育む指導で大切なことを検討、整理しました。今年度は、こうした研究の蓄積を踏まえて、子どもたちが教師や友達と学びあうことのできるような活動を考え、取り組んできました。本協議会では、こうした授業づくりの経過報告等を通して、参加者の皆様と集団の授業を計画、実施する上で大切なことを検討したいと考えています。


テーマ３「視覚特別支援学校における著作権法を活用した取り組み」【図書館】
＜助言者＞　佐藤　聖一　氏　
（日本図書館協会障害者サービス委員会前委員長、明治大学兼任講師）

昨年末、本校では２０１９年改正された著作権法第３７条第３項を中心に、教員向けのミニ研修を行い、著作権法について考えるきっかけを作りました。この学びを踏まえ、助言者と共に、視覚特別支援学校における著作権についてより深く学び、整理したいと思います。
　　　　　なお、参加者には別途事前アンケートを実施いたしますので、ご協力をお願いいたします。









テーマ４「視覚障害者スポーツの体験を通して様々なフィードバックの方法を考える」【保健体育科】

運動・スポーツを主体的に楽しむにはできなかったことができるようになる、記録が向上することが大切です。見えない・見えづらい幼児児童生徒はボディイメージの形成や空間認知に困難があり、上達のためには視覚情報を補う様々なフィードバックが必要となります。
視覚情報を遮断した状態で、いくつかの運動をしながら、フィードバックを体感し、効果的なフィードバックの方法や重要なポイントを考えていきます。また、各校の教育活動で行われているフィードバックの方法を共有し、検討を深めていきます。
＊軽い運動のできる服装、アイマスクもしくはハンカチ、体育館履きを持参してください。


テーマ５「教材や試験問題の点訳から考える教科教育の基本」【中学部・高等部】

一昨年度・昨年度の協議では、試験においてどのような出題が視覚障害のある児童生徒にとって適切であるか検討しました。その中で、盲学校における過去の蓄積を教師が理解していることの大切さ、また、それを踏まえて児童生徒の力を伸ばしていくことの重要性を共有しました。一方、近年の試験問題の傾向は、日常生活において視覚経験を有していることを前提とした出題や複数の資料を比較する必要のある出題、また、選択肢を図表とするような出題が増えており、視覚障害のある受験生には不利な状況となっています。
今年度の研究協議会では、試験問題だけではなく、教科書をはじめとする教材の点訳の検討も行い、視覚障害教育における各教科の指導内容や指導方法を改めて見直そうと思います。そして、試験で得点をとることだけを目的とせず、視覚障害のある児童生徒が適切に能力を高めることを目指した授業や試験のあり方を検討していきたいと考えています。


テーマ６「視覚障害生徒が主体的に活動できるGIGAスクールを考える」【GIGAスクール委員会】

GIGAスクールの取組が始動して５年。生徒が学習にICT機器を活用する場面が増えてきた一方、「活用が限定的」と言われることがあります。
本校では、進学や就職場面を見据えながら、個別学習や協働学習へと、学部間で連携をしながら取組を進めています。
そこで、視覚障害生徒が主体的に活動できるGIGAスクール環境で大切にしたいことや解決しにくい課題、さらに次期GIGAスクールへの取組を報告し、視覚障害特性を中心にして意見交換をします。（GIGA端末更新、生成AI活用）


テーマ７「寄宿舎におけるコロナ禍後の生活様式と意識の変化について」【寄宿舎】

未曾有の猛威をふるった新型コロナ禍後に、寄宿舎での生活様式がどのように変容して現在に至っているのか、本校の事例を題材に各寄宿舎の情報も併せながら、視覚特別支援学校の集団生活における課題や展望について意見交換していきたいと考えています。
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